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幼稚園における「実効のある保育目標」が教育の目的という
観点から納得できることの重要性
横松　友義
　本稿では，幼稚園における「実効のある保育目標」が教育の目的という観点から納得でき
るということの重要性について考察している。それをまとめると，次のようになる。第１に，
その園の保育についての考え方が，その背景にある教育の目的ないし人生の目標と関連づけ
られることによって，保育者は幼児を導く一定の方向性を得ることができるので，園の保育
についての考え方をより深くより連関性のあるものにすることができる。第２に，園の保育
についての保護者の共通理解を促し，園の保育についての保護者の共感を促したり保護者の
保育にかかわる意欲を高めたりすることが期待できる。第３に，園の保育についての保育者
たちの共通理解と実践意欲を促すことが期待できる。
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１．問題と目的
　地方分権の進行と少子化への対応を背景に，今日
の各幼稚園には，次のことが求められているといえ
る。それは，組織として，創意工夫を生かして，法
令に従いつつ，実際に効力のある保育目標を設定し，
その実現のために教育課程を編成し，その保育を実
践し，さらに，評価・改善を行うことと共に，その
結果を保護者及び地域の人々に公表して，園への理
解・信頼・協力を得ていくことである。
　その根拠として，次のことをあげることができる。
　地方分権の進行については，1998年９月に中央教
育審議会答申「今後の地方教育行政の在り方につい
て」が公表され１），各学校の裁量幅を広げ，特色の
ある教育の展開が求められ，同年12月に改訂された
幼稚園教育要領では，「第1章　総則」の「3　教育
課程の編成」において，「各」幼稚園において「創
意工夫を生かし」ということが，新たに強調される
ことになった２）。
　少子化への対応については，2000年２月に中央教
育審議会報告「少子化と教育について」が公表され，
「幼児教育の専門施設である幼稚園を中核に，家庭，
地域社会における幼児の教育をも視野に入れて，幼
児教育の全体についての施策を総合的に展開するこ
と」が求められ３），その内容を受けて，2001年２月
の，幼児教育の振興に関する調査研究協力者会合に
よる報告，「幼児教育の充実に向けて～幼児教育振
興プログラム（仮称）の策定に向けて～（報告）」４）
が公表された。その中で，「幼稚園教育要領の理解」
を推進して，「保護者，地域の人々の理解・協力」
を得るために，次のことが述べられている。各幼稚
園においては，「具体的な教育課程の編成状況」，「事
実としての教育課程の実施状況」，「指導方法や指導
体制の工夫改善の状況」，「年度当初に立てられた指
導目標がどの程度実現されたか…の状況」などの「自
己点検・自己評価を行い，指導の改善に生かす必要
がある」。また，「その結果を保護者や地域の人々へ
十分説明し，意見を聞くことにより，幼稚園教育へ
の信頼を高めていくことが重要である」。
　各幼稚園が，組織として，教育課程関係を含む園
の運営状況について自己評価を行い，その結果を公
表するということは，その後，法令に明記されると
共に，強化されていく。まず，2002年に幼稚園設置
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基準が改正され，「各幼稚園は自己評価とその結果
の公表に努める」こととされ５），2006年には教育基
本法が改正され，2007年には学校教育法及び同法施
行規則が改正され，幼稚園は，法令上，「幼稚園の
教育活動その他の幼稚園の運営の状況について自己
評価を行い，その結果を公表すること」，「保護者な
どの幼稚園の関係者による評価（「学校関係者評価」）
を行うとともにその結果を公表するよう努めるこ
と」，「自己評価の結果 ･学校関係者評価の結果を設
置者に報告すること」が必要になった６）。
　そして，この学校評価とのかかわりで，2008年公
表の『幼稚園における学校評価ガイドライン』にお
いて，「実効性ある」目標を設定して，PDCA（Plan
［目標］→ Do［実行］→ Check［評価］→ Action［改
善］）サイクルを回すという考え方が導入されている。
　つまり，各幼稚園においては，組織として，創意
工夫を生かして教育課程を編成し，その保育を実践
し，さらに，評価・改善を行うことと共に，その結
果を保護者及び地域の人々に公表して，園への理解・
信頼・協力を得ていくためには，それらの出発点に
なる諸目標を実効のあるものにして，組織に一貫性
をもたらす必要があると考えられているわけである。
　ここで，まずは，幼稚園運営にかかわる諸目標の
元になっている保育目標を実効のあるものにする必
要があると考えられる。それは，次の理由からであ
る。保育目標を実効のあるものにすれば，その実現
のために，組織として，一貫性を持って，年間や期
間レベルでの指導上の目標や組織運営上の目標を明
確に設定でき，さらに，その具体化された目標を実
現するためのより具体的な計画を作成できると共
に，作成された計画の評価観点も，目指す目標に基
づいて設定することができる。必然的に，実践後の
改善もその評価観点を踏まえて行うことができる。
また，成果全体についても，一貫性を持って，保護
者や地域の人々に説明できるので，共通理解を促し
て協力・連携へとつなげやすくなる。以上の理由か
ら，保育目標を実効のあるものにする必要があると
考えられるのである。
　しかし，山中ら７）は，幼稚園において，保育目
標の明確化手順を開発した先行研究が見いだせない
だけでなく，「実際に効力のある保育目標を明確化
しようとする努力が，重視されてこなかった」と指
摘する。その根拠として，次のことを取り上げてい
る。例えば，若月が，幼稚園・保育所という「実際
の保育現場では保育目標に掲げている目標は単なる
飾りで，絵に描いたもちになっているような場合が
多い。また保育目標と保育内容の大きなズレもある」
と主張する８）。また，岡田ら９）は，「成果指標や目
標が抽象的に表現される傾向」が強い等の理由から
「目標管理的視点に立つ経営改善手法」が「幼稚園
にはなじまないのではないか」という立場を示して
いる。幼稚園教育の成果指標や目標が抽象的に表現
される傾向が強いことは，幼稚園教育目標を県レベ
ルで調査した中野10）の論文や山中らの経験からも
認められる。つまり，山中らは，結局のところ，保
育実践から遊離しやすい抽象的な保育目標が設定さ
れる状況が放置されたままで，実効のある保育目標
を明確化する努力が重視されてこなかったととらえ
ているわけである。
　したがって，山中らは，今日の幼稚園において，
実効のある保育目標を明確化すること自体は，必要
であると考えて，そのことを可能にする一つの手順
をアクション・リサーチにより開発している。すな
わち，園内からカリキュラム，保育実践記録等を収
集し，保育実践に関する聞き取りも行い，それらの
資料から保育目標案を導き出し，その保育目標案を
教育基本法及び学校教育法の観点から検討して必要
な修正を加えて明確化するという，実効のある保育
目標を明確化する一つの手順を開発している。
　ただし，その後，幼稚園における実効のある保育
目標に関する論文は見いだすことができない。
　そこで，本稿では，幼稚園における実効のある保
育目標に関する研究を進展させるために，「実効の
ある保育目標」といえる三つの条件を明示した上で，
「実効のある保育目標」が，教育基本法に示されて
いる教育の目的という観点から納得できるというこ
との重要性について考察する。
　なお，実効のある保育目標を指導上の目標や組織
運営上の目標に具体化していき，それらの実現のた
めの計画を実践や実行に移す段階に至ると，周知の
通り，幼児の発達助長という視点や職員の協働とい
う視点が重視され，それらの視点が加わって，保育
のねらい・内容や職員協働の仕方が明確化されてい
く。保育目標の具体化の方向性は，幼児の発達助長
の方向性と職員の協働の方向性と統合されていくこ
とになるわけである。実効のある保育目標は単純に
具体化されていくと誤解されることがあるので，あ
えてこの点を最初に確認しておきたい。
２ ．幼稚園保育目標が「実効のある保育目標」とい
える三つの条件の中で特に考察を深める必要のあ
る一つの条件
　「実効のある保育目標」という概念を最初に用い
たのは，渡邊らである。彼らは，保育園において，「保
育の実際に対応し，しかも，所属保育士に納得でき
る保育目標」11）を「実効のある保育目標」と呼ん
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でいる。山中らは，この概念を参考に，私立幼稚園
において，保育の実際に対応するという条件と所属
保育者が法規的にも教育思想的にも納得できるとい
う条件を満たすものとして，「実効のある保育目標」
という概念を用いている12）。
　山中らは，保育の実際に対応するという条件につ
いては，園の保育実践に関する資料，すなわち，カ
リキュラム，保育実践記録，保育実践に関する聞き
取り記録等を収集し，その資料から保育目標案を設
定している。つまり，保育実践に関する資料から導
き出すことによって，保育目標が保育実践から遊離
することを回避しているわけである。この条件を満
たすことによって，その園の保育実践がそれぞれ何
を目指しているかを明確にでき，保育目標の観点に
基づいて評価・改善を行うことができることになる。
　法規的教育思想的に納得できるという条件につい
ては，さらに二つの条件に分けることができる。そ
の一つは，教育基本法の観点から，すなわち，教育
の目的という観点から納得できるという条件であ
る。この教育の目的という観点から納得できるもの
にするための考察は，人生の目的という観点から納
得できるものにするための考察と言い換えてもよか
ろう。なぜなら，人生において到達するところとし
て承認されることであって初めて，教育の目的とし
て承認されると考えられるからである。また，この
観点から納得できるものにするための考察は，人間
の全人格とか生涯とかの観点から保育目標を検討・
修正することであると言い換えてもよかろう。同
法で教育の目的とされる人格完成とは，「人間の諸
特性，諸能力を可能な限り調和的に発展させるこ 
と」13）であり，「教育一般の普遍的理念として受容
されている考え方」14）である。そして，幼児期の
教育では，そこに至るための「基礎を培う」ことを
目ざすことになる。保育目標がそこに至るための基
礎を培うこととして納得できるということは，法規
的に納得できるのみではなく，教育思想的にも納得
できると考えられる。
　満たすべき今一つの条件は，学校教育法の観点，
すなわち，５領域にわたる幼児の「心身の発達を助
長する」という観点から納得できるということであ
る。この観点は，子ども理解から出発するとか子ど
もに寄り添うとかを重視して幼児の全面的発達を助
長するという観点であり，幼稚園教育で一般的に重
視されている観点であり，この観点から納得できる
ということは，法規的に納得できるだけでなく，教
育思想的にも納得できると考えられる。
　実効のある保育目標といえる一つ目の条件，すな
わち，保育実践において実際にその保育目標を目指
しているという条件については，『幼稚園における
学校評価ガイドライン』で求められている PDCA
サイクルを回すということを保育全体において実現
する上で不可欠になると考えられるので，その必要
性については，一般に理解できることであると考え
られる。そして，実効ある保育目標といえる三つ目
の条件，すなわち，学校教育法の観点から納得でき
るという条件については，幼稚園教育要領解説にお
いてもその観点からの実現の方向性が詳しく示され
ているので，その必要性は周知のことであろう。
　しかし，実効ある保育目標といえる二つ目の条件，
すなわち，教育の目的という根本的な観点から納得
できるという条件については，『幼稚園における学
校評価ガイドライン』でも，『幼稚園教育要領解説』
でも，その考察を深めていくための方向性が示され
ていない。したがって，保育目標が教育の目的とい
う観点から納得できるものにするための考察は，そ
れをどのような仕方で行うかを考えるところから，
各幼稚園において行わなければならないことになる。
　周知の通り，幼稚園教育は，教育基本法及び学校
教育法に基づいて進められなければならないことに
なっている。このことは，保育者が，人間の生涯発
達とはどのような過程をたどるのか，さらには，人
生の目的とは何かに関する追究を行いながら，そこ
に至るための基礎を培うための幼児の心身の発達助
長とは何かに関する追究を行う中で，保育実践を展
開する必要があるということである。確かに，学校
教育法で，幼稚園教育は，義務教育及びその後の教
育の基礎を培うものと位置づけられている。しかし，
その後の教育が何を目指すのかについて述べられて
いないので，幼稚園教育の成果が，例えば，壮年期
以降にどこに至るのかが分からず，幼児の発達のど
の面をどのように重視するかについての考察が困難
になる。幼稚園教育の方向性を示す羅針盤は，教育
基本法の観点が伴うことで得ることができると考え
られるのである。したがって，保育目標を教育基本
法の観点から納得できるものにするための考察を深
めていく手順についての研究が不可欠になる。
　そうした意味で，前述の山中らが，その手順につ
いて，「実効のある保育目標」の明確化手順の中で
具体的に論じていることに意義があるといえるので
ある。さらに進んで，「実効のある保育目標」が教
育の目的という観点から納得できるということ自体
にさらに重要な意味があると考えられるので，その
重要性について考察することを本稿の目的としてい
る。
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３ ．幼稚園保育目標が教育の目的という観点から納
得できることの意義に関する考察―倉橋惣三の保
育方法論追究の仕方が与える示唆―
　教育の目的，ないし，人生の目的という観点から
「実効のある保育目標」が納得できるということに
どのような重要性があるのかについて考察する前
に，幼稚園保育目標というものが，教育の目的ない
し人生の目的という観点から納得できるということ
に，どのような重要性があるのかについて問いたい。
そして，その答えについて示唆を得るために，ここ
では，わが国における代表的な保育方法論構築者の
一人である倉橋惣三の追究の仕方を取り上げる。な
お，彼の文献の引用文については，先行研究に習っ
て，常用漢字と現代仮名遣いに準じて直している。
　倉橋は，1953年出版の『幼稚園真諦』について，
結局のところ，二つの観点，すなわち，「人間常識」
と「幼児生活の尊重」から導き出されたと述べてい
る。彼は言う。「本書の語るところ，学問の説を藉
りず，学者の言を引かず，ひたすら，人間常識と幼
児生活の尊重との間に，当然の保育道を見出したに
過ぎない。」15）前者の「人間常識」の観点は，人間
の全人格，あるいは，生涯からとらえた観点であり，
教育の目的，ないし，人生の目的という教育基本法
の観点に対応すると考えられる。後者は，保育にお
いて幼児の生活から出発しようとする観点であり，
幼児の心身の全面的発達を助長するという学校教育
法の観点に対応すると考えられる。続いて，倉橋に
おいて根本考察の一つの観点と位置づけられている
「人間常識」という観点からの追究の仕方について，
分析・考察することにする。
　１ ）倉橋保育方法論における保育の目的追求の方
向性―まず人生の目標を追求して続いてそこに
至る基本を考えるという方向性―
　倉橋は，保育方法の前提となる，目指すことに関
する考察が不可欠であることを，「何を以て導かん
とするや」（1917年）において次のように述べてい
る。「保育法の研究は益々進まなければならない。
保育の経験は益々熟練しなければならない。しかも
同時に，　　寧ろ先に　　以て幼児を導くべきもの
をわ
、
れに
、
有しなければならない。」16）
　「我等が幼児を導かんとする方向は，……いうま
でもなく，人生の目的それ自身によって指定せられ
なければならない。」「もし我々が人生の目的を，既
に完全に捕らえ得ているならば，それによって確か
に幼児を導くことができる。恐らくやこれが理想の
教育者というものであろう。しかし，これはすべて
の人に望むべくあまり六
（ママ）
かしいことである。またも
し，この条件に合しなければ幼児教育者たり得ない
とならば，果たして幾人かその任に留まるに値しよ
う。そこで我々は，もう一段低い処で寛恕せられな
ければならない。それは何であるか。我々自身が既
に身に捕らえ体現し得てはいないが，これを明らか
に理解し，真実切実にこれを自己の目標としている
ものを有していることである。換言すれば，自分も
今現にその目標の方へ自らを導きつつある身ではあ
るが，とにかく，その目標だけは分かっていること
である。……これだけのことのない者は，教育者と
はいわれないのであろう。自分の分からない方向
に，他を導いてゆくことは到底できないからであ 
る。」17）
　つまり，彼の立場では，自分自身の人生の目標を
得ていなければ，保育の方向性を見いだすことはで
きないということである。言い換えれば，自分自身
の人生の目標を得た上で，その目標に基づいて，保
育の方向性を導き出すという思考の仕方をすること
ができて初めて，幼児教育者ないし保育者になれる
ということである。
　さらに，倉橋は，「就学前の教育」（1931年）に
至って，就学前教育の目的について，次のように述
べている。「就学前教育の目的は一言にしていえば，
……人間の基
、
本
、
教
、
育
、
ということができる。あるいは
これを基礎教育ともいったりするが，基礎はその上
に別に築かるる建設物の土台を意味するものであっ
て，就学前教育が人生教育の始めの一段階であるこ
とだけをあらわす嫌いがある。基本は，ただに第一
段階としての重要性を意味するのみでなく，そこか
ら出発，発生するところの内質的意義を暗示するも
のである。」18）
　これをまとめると，倉橋においては，幼児教育者
ないし保育者は，人生の目標を自分自身で見いだし
て，そこに至るための出発点になる基本（内質的な
もの）を幼児に育てることを目指す必要があるとい
うことになろう。
　２ ）倉橋保育方法論における幼児期に育てる人間
としての主な基本
　続いて，倉橋の考える保育の主目的，言い換えれ
ば，幼児期に育てようとする人間としての主な基本
をあげる。この点については，主に，「就学前の教育」
（1931年）に論じられている。ただし，第３にあげ
られている「善良な性情」についての考察は，その
後発展している。
（１）生活活力ないし自己発展力
　第１にあげられるのは，生活活力ないし自己発展
力である。倉橋は，「就学前の教育」（1931年）にお
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いて次のように述べている。「人生教育の全過程に
対する基本として，真に重要なるものは，知能の早
き獲得にあらずして，生命の発展勢力の増進と統制
とにある。無限の元気であり，多面の興味であり，
不断の試行力であり，しかして，年齢相応せる適度
の自己統制とである。皆これ，知能の成果ではなく
して，生活活力そのものである。生活活力は根の力
である。……根の力は，自己発展力である。」19）
（２）強健な身体
　第２にあげられるのは，強健な身体である。倉橋
は，「就学前の教育」（1931年）において，次のよう
に述べている。「人間基本教育が，身体の強健を念
とするのは当然である。」20）
（３）善良な性情
　第３にあげられるのは，善良な性情である。倉橋
は，「就学前の教育」（1931年）において，「人間基
本教育が，人間性格の基本要素として性情の教育に
重きをおくも当然である」21）と述べる。この性情
については，「幼児性情の涵養（一）」（1931年）と「幼
児性情の涵養―講習筆記―」（1935年）と「幼児の
性情の涵養」（1935年）においてさらに考察されて
いる。そこでは，性情とは「性格の情的要素」22）
であり，その人の「意識の加っていないもの」であり，
「最も不変な真実性」である23）。「性情とは，その
人が，実
、
質
、
的
、
に
、
本
、
質
、
的
、
に
、
ど
、
う
、
あ
、
る
、
ということであり
ます。」24）このような意味にとらえられることにな
る幼児の性情について，倉橋は「就学前の教育」（1931
年）において次のように述べている。「就学前の教
育は……その性情の善良ならんことを希
こいねが
う。けだ
し，性情そのものにおいて善良さを欠く時，いかに
観念において善悪を弁別し，行為において過誤なき
を得ても，それは決して真に善良なる人間生活とは
いえないからである。また，性情の教育こそは幼児
期において最も効果的に行われるものであって，こ
れを年長後に期することははなはだ難しいからであ 
る。」25）「性情の内容として，基本教育として最も
重要なる意義を有するものは，人間的性情，すなわ
ち，人間性である。人間性とは人間相互間における
最も純真なる反応性である。簡単にいえば，人間
に対して，す
、
な
、
お
、
さ
、
とし
、
た
、
し
、
み
、
とを感ずる心であ 
る。」26）
　この幼児の性情についての倉橋のとらえ方は，児
玉27）が述べているように，「幼児の性情の涵養」（1935
年）において，宗教的方向に発展するものととらえ
られるようになる。倉橋は，その発展させていく方
向について，「宗教的方向が最も適当であろうと思
われる」28）と述べ，次のように論じる。ただし，「こ
れは決して宗教教育をしようというのでもないし，
方法的にも必ずしも教育に宗教をもっていこうとい
うのでもありません。」29）
　「宗教的方向への価値から考えて，『すなおさ』を
第一に置いていこうと思います。」「素直の特質は受
、
容
、
性
、
が豊かであるということであります。……この
受けとる『性質が発展していくことは宗教的善』へ
の第一基礎になるものであります。」「唯人間に，神
の心，が受け容れられるか否かにあります。」30）
　「『素直さ』の次に，…『謙遜』ということをい
いいたいのです。」「この謙遜感は，キリスト教の言
葉で即ち『負いめあるもの』と訳しています。…今
受けているものと，我の受くるに値するはずとの差
から起ることで，その差を感じて負いめの心になる
のです。……唯，このまま，率直に受けてしまって，
義理も，口惜しいも，負けん気も，感じないで，た
だ『あたらざる心』にいる。それが謙遜です。」31）
　「前の謙遜の気持ちが第三に進んで，二つになる
ように考えられます。『当たらざる』心を自分につ
けて考えれば謙遜になります，がむこうへつければ
ここに他の感じが出て来るのです。」「その一つは，
『当らないものに，こうまでしてくださる　･･』と
いうように，心持ちをむこうへもって行くと感
、
謝
、
に
なります。それを，こちらへついている主観を捨て
てむこうへも見つめると敬
、
になります。……キリス
ト教は情操的で，感謝的の方になり，観念的な儒教
は敬
、
になっています。」32）
　つまり，倉橋の立場では，素直さが，神仏や天と
いった個を超えた大いなる存在への謙遜，感謝，敬
の感情に発展していくことが想定されているといえ
る。このことは，彼が人生において到達する望まし
いところとして，神仏や天といった個を超えた大い
なる存在への謙遜，感謝，敬の感情に至ることを求
めているということであろう。
　なお，神仏や天を万物の創造をもたらす存在とと
らえるとすれば，その存在ないしその存在の心を受
け入れるということは，自分にもたらされる出来事
を素直に受け止めて，自分が本来与えられて持って
いるものを素直に生かしつつ自らを作り上げていく
ということになると理解できよう。そうすると，倉
橋の考え方は，自分を元に，まっすぐに，自分の持っ
ている諸特性諸能力の調和的発達に向かっていくこ
とととらえることもできるのである。すなわち，自
分を元に，まっすぐに，人格の完成に向かっていく
ことととらえることもできるのである。
　３ ）人間としての主な基本を育てるための倉橋の
保育方法
　倉橋の保育方法は，保育の主目的との関連で整理
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することができる。続いてこの点について述べると，
次のようになる。
（１ ）生活活力ないし自己発展力を育てるための保
育方法
　生活活力ないし自己発展力を育てるための保育方
法については，「就学前の教育」（1931年）において，
次のように論じられている。「就学前教育は……生
活活力としての全体的発達を目的としている。従っ
て，その方法としても，まず，生活そのものを本位
とするのでなければならぬ。」33）
　生活に実質をもたらす要件は，第１に，「自発的
ということ」である。第２に，「身体と精神とが不
可分離に活動する」「全的なもの」でなければなら
ない。さらに，生活の自然として，「さ
、
な
、
が
、
ら
、
」す
なわち「生活としての純なるあらわれのまま」で
なければならず，「その時，生活は無我的であり，
没我的であり一点の自意識も効果意識も伴わな 
い。」34）つまり，彼の考えでは，子どもが無我ない
し没我の状態に至るほど活動に没入し，心身を統一
的に働かせている，そうした自発性こそが，生活に
実質と自然をもたらすことであるので，教育上大切
にされるべきであるといえよう。そして，「生活の
実質と自然とが，幼児において最もよく行なわるる」
からこそ，言い換えれば，教育上大切にされるべき
この自発性がよく現れるからこそ，「遊戯」は重視
されることになる35）。
　続いて，「人間の生活が最もよく生活せられるた
めに」，「そこに十分なる相互の交渉の行なわるる」
必要がある36）。
　さらに，「生活の形態を誘発する力において大な
るもの」のある環境を利用することが多い。「すな
わち，幼児の環境は，幼児をして生活の自由感を生
ぜしめ，新鮮味を感ぜしめ，おのずから自発の活動
を誘発促進するものでなければならぬ。広き園庭と，
明るき広間とは，これがために最もよき条件を具有
する。さらに原野，河原，海浜のごとき快活なる自
然は，この点において最も理想的である。」「また，
環境は物
、
の
、
興
、
味
、
によって，その方面に幼児の生活を
誘発し，物
、
の
、
配
、
置
、
によって，その形態に幼児の生活
を誘導する。」37）
　その上で，「幼児を生活さながらにおいて，しかも，
教育者の意図を実行せんとするには，機会を捕えな
ければならぬ。」「機会を捕うるといえば，…幼児の
あらわし来る機会に対して，受動の活動が周密に行
われなければならぬ。」「しかも機会を受用するにお
いて，敏捷かつ適切でなければならぬ。」「その時の
幼児の心もちに共鳴するのでなければならぬ。」「そ
のとき幼児がいかな心もちにあるかを共鳴し，それ
に応じていかなければならぬ。この意味において，
幼児教育は共鳴をもって初めてこ
、
ま
、
や
、
か
、
に
、
行なわれ
るといわれる。」そして，「幼児は常に多くの欲求を
もつが，その欲求を自ら満足させることは容易でな
い。」「幼児教育において，激励はしばしば失望を促
すに止まる。むしろ，手伝い助けて自己の能力以上
の満足を得せしめ，満足の経験によって次の努力を
生ぜしめ得ることが多い。」「つまり，充足は共鳴の
後の当然の処置に他ならぬ。」38）
　加えて，教育者自身の「生活による誘発」もなけ
ればならない。その第１は，「その生活の内容と同
じ内容への誘発」である。「普通いうところの感化
がそれである。」その第２として，「生活のもつ動き，
力，換言すれば強く生活されているということが，
幼児に及ぼすところの誘発的効果こそ，就学前教育
法として重要なるものである。……この場合，単に
同一生活へ引き入れるばかりでなく，熱心が熱心を，
緊張が緊張を，努力が努力を，その内容とは違った
方向でさえ促し立ててゆくことがある。」「教育者の
生活がまず行なわれて，それが幼児に波動していく」
という幼児の生活性への教育者の強い生活性の波動
ということが，不可欠である39）。
　つまり，倉橋においては，遊び，人とのかかわり
合い，物的環境の構成，子どもの心もちへの保育者
の共鳴と援助，保育者の生活のあり方を就学前教育
で重視することは，一貫して，生活活力ないし自己
発展力を幼児に育てるという観点から根拠づけられ
ているということである。
（２）身体を強健に育てるための保育方法
　「身体の強健」のための保育方法については，
「就学前の教育」（1931年）において，次のように
論じられている。「簡単なる理法」により「養護」
を徹底する必要がある。「ただ早期の注意と周到と
を必要と」し，「後に悔いなきを期せなければなら 
ぬ。」40）
（３）善良な性情を涵養するための保育方法
　善良な性情を涵養するための保育方法について
は，児玉が取り上げているように41），「幼児性情の
涵養―講習筆記―」（1935年）及び「幼児の性情の
涵養」（1935年）において論じられている。倉橋は
言う。「幼児の中に善良なる性情の素の様なものは
ある。不良なる性情のあるかも知れませぬが，善良
なる性情も確かに元来持っている。」42）「実になま
なましい，軟らかみのある，その意識や概念の働き
の取り去られたるしっとりした，うっとりした性情
的生活においてやれば，そうすればその性情の中に
元来持たれている善良なるものが成長してくるとい
うことは考えられるのであります。」43）
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　この性情的生活を幼児にもたらすのは，倉橋によ
れば，「美」と「うっとりする」話と「対等の友達」
であり44），それらをとおして，幼児の善良なる性情
は成長してくる。
　さらに，幼児の性情の善良さを宗教的方向に発展
させていく必要があり，このことは，素直さを第一
に置き，次に，謙遜の心に進み，さらに，感謝と敬
に進むということである。この点にかかわり，倉橋
は次のように述べている。「受容性ということ，こ
れはこどもに実に多分にあります。二の謙遜，これ
もけんそんとまではならないにしてもこどもは少な
くとも我々よ
、
り
、
けんそんであります。こどもがすぐ
非常に嬉しくなる，喜び易いというのは，『当たら
ざる心』が底に湛えているからでありますが，第三
の向こうへ即した気持ち，これは未だなりません，
それよりも，こどもにおいては，歓喜という状態に
なります。その歓喜をもし分解してどこまでももっ
ていけば，感謝であり敬です。」45）つまり，謙遜，
感謝，敬に至る素が子どもにあるととらえている。
その上で，その発展をもたらすのは，保育者が注ぎ
つつける愛のみであると彼はとらえている。「『素
直さ』，は愛さるることによりてのみ養われます。
愛さるるということ，愛してやって愛さるる経験を
もたせるのであります。……愛により，つ
、
く
、
さ
、
れ，
ゆ
、
る
、
さ
、
れます。殊に，ゆ
、
る
、
し
、
により『あたらざる
心』を感じます。すなわち謙遜な気持ちが起こるの
であります。愛がこうした感を持つ他に，もう一つ
進むと愛というものは，愛を受けている間に，どこ
かに無限性が感じられます。どこまで？どこから？
という感，受ける方からゆくと無限性の感，これか
ら感謝，敬，へゆくのではあるまいかと思われま 
す。」46）
４）１）から３）の総括とそこから得られる示唆
　３の１）から３）で取り上げた倉橋の考え方を総
括すると，次のようにいえる。
　① 　保育者集団が真実切実に人生の目標を追求し
た後に，保育方法論は導き出される。
　② 　人生の目標に至ることのできる基本的性質こ
そ，保育で育てるものである。それは，生活活
力を十分に持ち，身体が健強で，性情が素直で，
他人に親しみを持ちえるという基本的性質であ
るといえる。さらに，その素直さは，個を超え
た神の愛や仏の慈悲や天の命を受け入れること
につながっていくことが願われる。
　③ 　遊び，人とのかかわり合い，物的環境の構成，
子どもの心もちへの保育者の共鳴と援助，保育
者の生活のあり方，養護の徹底，保育者が注ぎ
つづける愛を重視する保育方法についての考え
方は，人生やその目指すところとの連関性が明
確に意識されて成立する。
　倉橋の保育方法論は，二つの根本的観点，つまり，
幼児生活の尊重という幼児の今を大切にしていく観
点と共に，人間常識という人間の全人格あるいは生
涯を大切にしていく観点があって初めて，成立して
いる。このことは，後者の観点，すなわち，教育の
目的や人生の目標にかかわる観点から保育目標を追
究することがない場合，保育方法論は構築できない
ことを示唆しているのである。
５ ）根本考察が足りない場合に生じてくる問題につ
いて
　倉橋は，幼稚園教育界において根本考察が行われ
ていないことを次のように嘆いている。彼にとって
は，人間常識と幼児生活の尊重という二つの観点か
ら考察することが根本考察といえるが，最晩年の「新
しき年を迎えるにあたって」（1955年）において，
幼稚園教育界について次のように述べている。「根
本考察が足りないから，問題がいつでも枝葉のとこ
ろで動いている。かなりいろいろのことが考えられ，
試みられ，部分的に究明されているにもかかわら 
ず，意
（ママ）
極の決定はいつまでも残されている。……そ
の進歩は，あまりにも気まぐれな，無秩序な，断片
的な集積にすぎないものであって，そこに何等の系
統的組織的進歩というものを見ない。思えばあまり
に非学問的なことである。」47）倉橋によれば，「人
間常識」と「幼児生活の尊重」という二つの観点か
らの根本考察が足りないことにより，結局，研究成
果が「無秩序な，断片的な集積にすぎない」ことに
なり，「非学問的な」状況になると考えられる。
　彼の保育にかかわる追究例からも分かるように，
人生の目標とは何かという，教育の目的を導き出す
上で重要な問いを持つことなく，学校教育法の観点
から，５領域にわたる幼児の発達の助長を追求する
ことだけでは，幼稚園の保育方法論に深さや連関性
をもたらすことは困難であろう。すなわち，保育方
法論構築は困難であろう。「子ども理解から出発す
る」とか「子どもに寄り添う」とかを重視しながら，
５領域にわたる幼児の発達助長を追求することは，
人生の目標とは何かとか，教育の目的とは何かとか
の根本考察がそれに加わることによって，その保育
方法論に深さと連関性をもたらすことができる，そ
ういう意味での学問的進歩をもたらすことができる
ことを，倉橋の保育方法論追究の仕方は示唆してい
ると考えられるのである。
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４ ．保育施設の保育実践に関する資料から導き出さ
れた幼児教育目標が教育の目的という観点から納
得できることの意義に関する考察
１ ）成立した幼児教育目標を保護者が共有すること
によって生じる保育関連の効果についての考察
（１）注目する先行調査
　教育の目的という観点から納得できる実効のある
保育目標を保護者が共有することによって生じる保
育関連の効果については，幼稚園関係での研究は見
いだすことができないが，私立御南保育園で，渡邊
ら48）が，その種の次のような調査を行っている。
　同園では，私立清和幼稚園とほぼ同手順で，すな
わち，園の保育に関する資料から保育目標案を導き
出し，導き出された保育目標案を教育基本法の観点
から検討・修正することを繰り返し，園長と副園長
の承認によって終了するという手順で，実効のある
保育目標についてのとらえ方を明確にしている。
　その2008年６月時点でのとらえ方は，次のとおり
である。実効のある保育目標の背景にある人格形成
観としては，発達課題についてのエリック・エリク
ソンの考え方，30歳から70歳にかけての自らの発達
について語った孔子の言葉，80歳代後半以降の発達
課題についてのジョアン・エリクソンの考え方に関
する解説・解釈が取り上げられている。これらは，
人格完成へ至るための必要条件に関する考え方であ
る。まず，発達課題についてのエリック・エリクソ
ンの考え方49）として，生涯発達の過程で身につけ
ていく必要のあるものについて次のように記述して
いる。「希望→意志→目的意識→有能性→所属集団
への忠誠→愛→育てる→知恵」この記述は，津守真
のとらえ方50）を参考にしたものである。次に，30
歳から70歳にかけての自らの発達を語った孔子の言
葉51）についての解釈を次のように述べている。「社
会的に自立する→かなり普遍的なものを身につけ，
平常心で生きることができる→状況の求めを理解
し，分に応じて役割を果たすことができる→人の話
が聞ける→思うままに行動していきすぎがない」。
最後に，ジョアン・エリクソンによって示されてい
る，80歳代後半以降も「絶望」ではなく「知恵」に
至るために必要な生き方や特性52）について，次の
ように述べている。①「心身の健康を維持する」。
②「できるだけ他に依存せず，他に与えることを生
き方の基本にする」。③「謙虚さ」。④「美しい物へ
の感性とそれを表現しようとする心」。それと共に，
この四つの必要な生き方・特性を実現する上で，乳
幼児の周りの大人に必要になると考えられることに
も言及している。①’「自分の健康管理ができ，体力・
気力のある人間に育てる必要がある。」②’「自分で
自分の健全な生活を作り，他のため…に…活動する
人間に育てる必要がある。」「親がそうした生き方を
しておく必要がある。」③’「他に生かされている感
覚，他に気づかせていただいているという感覚［感
謝につながる感覚］を育てる必要がある。」「親がそ
うした感覚を持って生きていく必要がある。」④’「美
しい物や素晴らしい物や驚くような物に心を動かす
感性を育てる，それを表現する人に育てる必要があ
る。」
　人格完成に至るための必要条件についてのこうし
た考え方を背景に持った上で，そこに至るための基
礎を培うものとして，次の保育目標が設定される。
イ）「表現しきれる体力・気力」を育てる。ロ）「自
分で自分の生活を営んでいく力をつける」。ハ）「他
を応援する，年下の子のために仕事をする子に育て
る」。ニ）「『いただきます』の心を育てる」。ホ）
「自然のサイクルや自然に生かされている感覚を育
てる」。ヘ）「美しい自然，すばらしい自然，自然の
中での驚きを感じる感性（ｾﾝｽｵﾌﾞﾜﾝﾀﾞｰ）を育てる」。
ト）「感動したものを表現する心を育てる」。チ）「保
護者の方々と共に子どもたちを育てたい」。
　この時点での私立御南保育園の保育目標には，幼
稚園教育の目標と一致することになる乳幼児教育の
目標と保護者との連携にかかわる目標が取り上げら
れており，前者を幼児教育の目標，後者をその実現
のための配慮事項ととらえれば，幼稚園の教育目標
と同内容ととらえることができる。したがって，私
立御南保育園におけるこの保育目標を保護者が共有
することの意義について調査している前述の渡邊 
ら53）からは，保育施設内の保育に関する資料から
幼児教育目標を導き出し，それを教育基本法の観点
から検討・修正して明確化した上で，保護者と共有
することによって生じる保育関連の効果について示
唆を得ることができると考えられる。
　こうしたことから，続いて，その調査の手続き等
と結果における筆者の注目点を示した上で，その効
果が生じた理由に関する新たな考察を加えることに
する。
（２）先行調査の手続き
　私立御南保育園では，2008年６月21日に，約１時
間30分，この実効のある保育目標についてのとらえ
方を講演会の形で保護者に具体例を挙げながら解説
した後に，感想等について問う自由記述式アンケー
トを実施している。アンケート用紙（Ａ５用紙１枚）
には，「―保護者の皆様へアンケート記入のお願い
―」と題して，「今日の講演の感想や親として参考
になったこと，また質問など，このアンケート用紙
にご記入下さいますよう，よろしくお願いいたしま
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す。」と記入されている。講演参加者は約120名であ
り，当日に，89名から用紙を回収している。回収率
は約74％である。
（３）回答内容の分析の観点
ａ） 講演後，保護者は，園の保育目標ないしその背
景にある人格形成観について，理解を強化した
り広げたり深めたりしているか。
ｂ） 講演後，保護者は，園の保育目標ないしその背
景にある人格形成観について，価値を感じてい
るか。
ｃ） 講演後，保護者は，園の保育への協力意欲を示
しているか。
ｄ） 講演後，保護者は，子育てへの意欲を示してい
るか。
（４）分析の基準
　ａ）～ｄ）に関する記述内容に注目し，その中に次
のキーワードがあり，しかもそのキーワードを肯定
的に記述している保護者を該当者としている。
ａ）… 「理解」「確認」「認識」「分かる」「知る」「気
づく」「窺える」「聞くのは初めて」「教えて
いただく」「学ぶ」「勉強になる」「参考になる」
「ヒントになる」「考え直す」「考えさせられる」
「考えることができた」「人生の課題をもらう」
「（講演内容についてそうである）と思う」
「（講演内容についての自分の理解をそのま
ま記述）」
ｂ）… 「すばらしい」「すてき」「幸せ」「ラッキー」「う
れしい」「楽しみ」「安心」「感動」「感心」「感
謝」「ありがとう」「ありがたい」「意義深い」
「重要」「必要」「大切」「大事」「よい or いい」
「ためになる」「（自分の）今後につながる」
「身になる」「本当」「納得」「共感」「実感」
「（講演内容についてそうであると）感じる 
or 実感する」「身にしみる」「（この園にして）
間違いでない」「このような活動をお願いし
たい」「（子どもたちが）うらやましい」
ｃ）… 「協力」「手助け」「恩返し」「先生方と力を
合わせ」
ｄ）… 「がんばる」「～したい（［動詞＋たい］を含
む）」「～してみたい」「～していく（［動詞＋
ていく］を含む）」「～しないといけない（［動
詞＋ないといけない］を含む）」「～していけ
たらと思う」「（自分が）少しでも変われたら」
（※「～しないといけないことが分かる」と
いうように「分かる」内容として記述されて
いる場合除外している。）　
　なお，講演後発生した意識を対象にするので，「す
でに実感していること」とか「思っていた」とかの
過去の意識についての記述内容は除外している。
（５）結果における注目点
　調査結果の内，特に次の点に注目する。
　第１に，約98％（87名）の保護者が，ａ）からｄ）
に述べた４点の内の最低１点について肯定的に記述
している。価値実感や意欲は，何らかの理解の上で
生じるので，ほぼ全員の保護者に，程度の差はあれ，
園の保育目標ないしその背景にある人格形成観につ
いての理解が生じているといえる。
　第２に，約79％（70名）の保護者が，ｂ）からｄ）
に述べた３点の内の最低１点について肯定的に記述
し，程度の差はあれ，価値実感あるいは意欲を示し
ている。
（６ ）この効果が保護者に生じた理由に関するさら
なる考察
　この効果が保護者に生じた理由については，園の
幼児教育目標と共に，その背景にある人格完成へ至
るための過程のとらえ方，すなわち，人格形成観に
ついて解説することにより，全体理解がより進んだ
り，その価値をより実感できたり，保育にかかわる
意欲がより高まったりしたからであると考えられ
る。その根拠として，保護者からの次の回答を示す。
この回答は，渡邊ら54）では取り上げられていないが，
彼らの了解の上で，新たに示している。「子供が育っ
ていくために必要な力だけではなく，親としての自
分が，人生を生きぬくための知恵を教えてもらいま
した。…保育園の目指している方向が，よくわかり
ました。」「子育ては自分の人生のためにがんばって
いく，ということ。美しい物への感性とそれを表現
しようとする心，そんな心を育てていきたい。私自
身も一緒に大きく成長したいと思えました。」「改め
て，御南保育園に通わせて頂いている事が，子供は
もちろん，私たち保護者にとっても幸せな事だと実
感致しました。子供の事，だけでなく，自分の事，
家族の事を日々大切に生活していきたいと思いま
す。」
２ ）成立した幼児教育目標を保育者が共有すること
によって生じる保育関連の効果についての考察
（１）注目する先行調査
　実効のある保育目標を所属保育者が共有すること
によって生じる保育関連の効果についても，幼稚園
関係では先行研究を見いだすことができないが，私
立御南保育園で，横松ら55）が，４の１）で取り上
げた保育目標についてのとらえ方を所属保育士に解
説することの効果について調査している。
　ここで取り上げるこの調査からは，保育施設内の
保育に関する資料から幼児教育目標を導き出し，そ
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れを教育基本法の観点から検討・修正して保育目標
を明確化した上で，所属保育者が共有することの意
義について示唆を得ることができると考えられる。
　こうしたことから，続いて，その調査の手続き等
と結果及び考察における筆者の注目点とを示した上
で，その効果が生じた理由に関する新たな考察を加
えることにする。
（２）先行調査の手続き
　私立御南保育園では，2008年６月26日に，２年目
以上の正規職員の保育士16名を対象に，４の１）で
実施した保護者対象講演会のビデオを見た上で，「①
園の保育についての理解が深まったか」，「②今後の
保育についてどう考えるか」を問う自由記述式アン
ケートを実施している。回答は，２～３日中に，任
意の書式でＡ４用紙１枚で提出するように依頼し，
16名全員より回収している。
（３）回答内容の分析・考察方法
　園の保育実践の推進に影響を与えると考えられる
記述内容に注目し，同様なテーマごとに分類し，そ
のまとまりごとに要約的な概念がつけられて，最後
に総括がなされている。
（４）結果及び考察における注目点
　第１に，「園の目標についての認識強化と理解深
化」にかかわる記述が，16名全員に見られている。
その例として，次の回答が上げられている。「１年目，
２年目に感じていた〝御南保育園の保育はすごい〟
という思いが，年数を重ねるごとに当たり前のよう
に感じはじめたことに気づかされ，自分の行ってい
る保育の根底には何があるのか再認識できた。」
　第２に，「園の保育の推進」にかかわる記述が，
12名に見られている。その例として，次の回答が上
げられている。（「美しい自然，すばらしい自然，自
然の中での驚きを感じる感性（ｾﾝｽｵﾌﾞﾜﾝﾀﾞｰ）を育
てる」という保育目標とのかかわりで，）「自然，自
然といっても，年齢によって感じ方や体験の範囲や
取り入れ方なども変わってきます。自分自身が機会
を逃すことなく，それぞれの年齢にあった接し方で，
子どもの心にすーっと入っていくような言葉でしっ
かり伝えていきたいな，と思いました。そして，み
んな家族という思いで，園全体で子ども達の豊かな
感性を育てていけられたらいいな，と思います。」
　第３に，「自己向上への意欲」にかかわる記述が，
８名に見られている。その例として，次の回答が上
げられている。「自分自身も小さな自然の変化に気
付いたり雄大な自然を感じたりしながら保育者とし
て，人として自分を磨いていけたらと思います。」
　第４に，「すばらしさの実感，誇り，自信，幸せ，
感謝」にかかわる記述が，６名に見られている。そ
の例として，次の回答が上げられている。「普通に
当たり前のこととして行っている保育に，体力，気
力，謙虚さ，感性を育てることが含まれていること
を…改めて気付き，誇りに感じると同時に自信にも
つながりました。」
　第５に，総括において，次のことが述べられてい
る。園において実効のある保育目標が明確になり，
確認できたことで，保育士集団内に，園の保育目標
についての共通理解と園の保育士として保育を推進
する主体性が強まり，自己向上への意識も加わり，
園の保育の質的向上が期待できる意識変化が生じて
いるといえる。
（５ ）この効果が保育者に生じた理由に関するさら
なる考察
　この効果が保育者に生じた理由については，幼児
教育目標が，保育実践に関する資料から導き出され
ていると共に，教育の目的，すなわち，人格完成へ
至るという観点から納得できるからであると考えら
れる。その根拠として，保育者からの次の回答を示
す。この回答は，横松ら56）では取り上げられてい
ないが，彼らの了解の上で，新たに示している。な
お，明らかな誤字については修正している。「御南
保育園が目指す（イ）～（チ）の項目は今までも自
分なりに考えながら実践していたつもりだったが，
その根底にあるものとなぜそれを目指していくか？
という所は正直…あまり考えた事もなかった。今回
の講演でその深い所まで知り，以前より理解は深
まった。」「園外保育やその他，現在行っていること
の１つひとつに深い意味があり，それが将来につな
がっていくことを改めて感じた。」「あらためて自分
のしている仕事は，これからの将来に関わる大事な
仕事だと思った。今後の保育では，自分自身も感性
をみがいていかなくてはいけないなと思った。」「子
ども達が成長することにかかわりながら自分も人間
の生涯の完成に向かって成長していくことが，保育
にも日々の生活にもプラスになっていくと思う。」
５．総括的考察
　幼稚園教育においては，目標の実効性が重視され
るようになる中で，次の三つの条件を満たす実効の
ある保育目標を明確にすることが重要であると考え
られる。一つは，保育の実際に対応するという条件
である。今一つは，教育基本法の観点，すなわち，
教育あるいは人生の目的という観点から納得できる
という条件である。さらに今一つは，学校教育法の
観点，すなわち，５領域にわたる幼児の心身の発達
を助長するという観点から納得できるという条件で
ある。
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　この三つの条件の内，一つ目と三つ目の観点から
の保育というものの追求の方向性については，『幼
稚園における学校評価ガイドライン』や『幼稚園教
育要領解説』において論じられており，その必要性
は周知のことであろう。しかし，二つ目の観点から
の保育というものの追求の方向性については，『幼
稚園における学校評価ガイドライン』や『幼稚園教
育要領解説』において論じられていない。ただし，
その観点から納得できる「実効のある保育目標」を
明確化できる一つの手順を前述の山中らが示してい
るので，本稿では，さらに進んで，「実効のある保
育目標」がこの観点から実際に納得できるというこ
との重要性について考察している。それをまとめる
と，次のようになる。
　第１に，その園の保育についての考え方が，その
背景にある教育の目的ないし人生の目標と関連づけ
られることによって，保育者は幼児を導く一定の方
向性を得ることができるので，園の保育についての
考え方をより深くより連関性のあるものにすること
ができる。第２に，幼児の向かう方向性を見通した
上で幼児を導くという考え方を持てることにより，
園の保育についての保護者の共通理解を促し，園の
保育についての保護者の共感を促したり保護者の保
育にかかわる意欲を高めたりすることが期待でき
る。第３に，幼児の向かう方向性を見通した上で幼
児を導くという考え方を持てることにより，園の保
育についての保育者たちの共通理解と実践意欲を促
すことが期待できる。
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